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地震時に通行を確保すべき道路

（北海道指定 第３次緊急輸送道路）

地震時に通行を確保すべき道路

（富良野市指定 避難路）

特に重要な地震時に通行を確保すべき道路

（北海道指定 第１次緊急輸送道路）

地震時に通行を確保すべき道路

（北海道指定 第２次緊急輸送道路）

広域避難場所

（指定緊急避難場所）

指定緊急避難場所

指定一般避難所

指定福祉避難所
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地震の揺れと被害

震度４

ほとんどの人が驚く。
歩いている人のほ
とんどが、揺れを感
じる。眠っている人
のほとんどが、目を
覚ます。

震度５弱

人の体感
・行動

震度５強 震度６弱 震度６強 震度７

電灯などのつり下
げ物は大きく揺れ､
棚にある食器類は
音を立てる。座りの
悪い置物が、倒れ
ることがある。

電線が大きく揺れ
る。自動車を運転し
ていて、揺れに気
付く人がいる。

大半の人が、恐怖を覚
え、物につかまりたいと
感じる。

電灯などのつり下げ物
は激しく揺れ､棚にある
食器類、書棚の本が落
ちることがある。座りの
悪い置物の大半が倒れる。
固定していない家具が
移動することがあり、不
安定なものは倒れること
がある。

まれに窓ガラスが割れ
て落ちることがある。電
柱が揺れるのがわかる。
道路に被害が生じるこ
とがある｡

壁などに軽微なひび割
れ・亀裂がみられること
がある。

耐久性の低い住宅で
は、壁、梁（はり）、柱
などの部材に、ひび割
れ・亀裂が入ることが
ある。

耐震性の
低い木造

建物
（住宅）
の状況

屋外の
 状況

屋内の
 状況

耐震性の
低い鉄筋
コンクリー
ト造建物
の状況

大半の人が、物につ
かまらないと歩くこと
が難しいなど、行動に
支障を感じる。

棚にある食器類や書
棚の本で、落ちるもの
が多くなる。テレビが台
から落ちることがある。
固定していない家具が
倒れることがある。

窓ガラスが割れて落ち
ることがある。補強さ
れていないブロック塀
が 崩 れ る こ と が あ る 。
据付けが不十分な自
動販売機が倒れること
がある。自動車の運転
が困難となり、停止す
る車もある。

立っていることが困難
になる。

固定していない家具の
大半が移動し、倒れる
ものもある｡ドアが開か
なくなることがある｡

壁のタイルや窓ガラス
が破損、落下すること
がある。

立っていることができず、はわないと動く
ことができない。
揺れにほんろうされ、動くこともできず、
飛ばされることもある。

壁などにひび割れ・亀
裂がみられることがあ
る。

壁などのひび割れ・亀
裂が多くなる。
壁などに大きなひび割
れ・亀裂が入ることがある。
瓦が落下したり、建物
が傾いたりすることが
ある。倒れるものもある。

耐久性の低い住宅では、
壁、梁（はり）、柱などの
部材に、ひび割れ・亀
裂が多くなる。

固定していない家具
のほとんどが移動し、
倒れるものが多くな
る。

壁のタイルや窓ガラ
スが破損、落下する
建物が多くなる。補
強 さ れ て い な い ブ
ロック塀のほとんど
が崩れる。

壁などに大きなひび
割れ・亀裂が入るも
のが多くなる。
傾くものや、倒れる
ものが多くなる。

耐久性の低い住宅
では、壁、梁（はり）、
柱などの部材に、斜
め や Ｘ 状 の ひ び 割
れ・亀裂がみられる
ことがある。
１階あるいは中間階
の柱が崩れ、倒れる
ものがある。

固定していない家具
のほとんどが移動し
たり倒れたりし、飛ぶ
こともある｡

壁のタイルや窓ガラ
スが破損､落下する
建物がさらに多くなる。
補 強 さ れ て い る ブ
ロック塀も破損するも
のがある。

傾くものや、倒れる
ものがさらに多くなる。

耐久性の低い住宅
では、壁、梁（はり）、
柱などの部材に、斜
め や X 状 の ひ び 割
れ・亀裂が多くなる。
１階あるいは中間階
の柱が崩れ、倒れる
ものが多くなる。

旧耐震基準（昭和56年5月以前）が適用されていた時期に建築

された建物や壁が少ない住宅などは耐震性が低い可能性があり

ますので、専門家による耐震診断を受け、まずは耐震性を確認

しておくことをお勧めします。

富良野市では、旧耐震基準の一戸建て木造住宅を対象に、耐

震改修工事及び解体除去に要した費用の一部の助成を行ってい

ます。

危険度マップとは、地震による揺れによって発生する建物被
害の分布を表したものです。
「具体的には、「揺れやすさマップ」で示した地震から地区

別に平均の震度を抽出し、その地震が冬に発生した場合の建物
に被害を生じる程度を「危険度」として表しています。この
「危険度」は、地区に建っている建物の中で、全壊する建物の
割合を示しています。
全地区を合わせると、建築物の全壊は約869棟、半壊は約

1,343棟、冬の早朝の場合の死者数は約22人、負傷者は約325人
と推定されます。

阪神・淡路大震災の死者の約９割が、家屋の倒壊や家具の転倒による圧迫死・窒

息死でした。また、新潟県中越沖地震や熊本地震でも古い木造住宅を中心に多くの

家屋が倒壊し、死傷者がでました。住宅の耐震化や家具の転倒防止の重要性が教訓

として示されながら、これらの対策はなかなか進んでいないのが現状です。

この「地震防災マップ」では皆さんが生活する地域について、想定地震に対する

震度（揺れ）や建物被害状況（建物全壊率）、避難所などを表示しています。この

マップを活用して、地震に対する日ごろの備えや住まいの耐震対策について、考え

てみましょう。

47 下御料

45 下五区

39 西扇山

34 北大沼

27 北の峰町
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地震の揺れと被害

震度５弱震 震度５強 震度６弱 震度６強 震度７
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富良野市陸上競技富良野市陸上競技場

富良野市富良野市
人材開発センター人材開発センター

富良野市陸上競技富良野市陸上競技場富良野市陸上競技場

富良野市富良野市
人材開発センター人材開発センター
富良野地域
人材開発センター

富良野文化会館

富良野スポーツセンター


